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第工章緒言
第工［章　月巴育牛の男予タト実態言周査ノいらみ

　　　た第囚胃潰瘍について
　A　．　　言周査：其目干r司　お　よ　び〕［頁　廷ヨ

　B　　吉周査お・よひご検査成績

　　　．第四胃潰瘍発生と給与飼料に

　　　ついて

　　　1）発生状況
　　　2）　給与一食司＊斗凋大1況

　　2　第囚胃潰瘍野汐ト発症イ列につい

　　　て
　　　i）　一一般臨床所：見

　　　2）血液学的前記1う・よが血清生

　　　　　化学的所見

　　　3）第一胃液前見

　　　4）病理解剖学的所見

　　　5）病理組織学的前回
　C　考察お・よび小括
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第皿章　粗飼料給与制」下艮によ．る山回’育牛

　　　の第四胃潰瘍発生に関する研究
　A　　，　　言べ馬灸方　・ミ〉去

　　i．試験：材＊斗あ・よ・び方う去

　　2．　検査工頁目お・よて、ぐ：方う去

　B．試験成績

　　1．発育状況

　　　　　　よ　　　1）体尚
　　　2）　胸囲

　　　3）体重

　　　4）増体重

2．一般臨床所見
3．血液学的河「：見お・よτバ血蒲生イし

　　学的所見

　1）ヘマトフりット値
　2）白血球数，好酸球数ち・よ咽

　好酸球：数／白血球：数

　3）血蒲総蛋白貰量お・よ咽A幽

　4）Na．　K，図憐渡
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4．第一胃液所見

　1）　P日

　2）　 イ墜級月邑月方酸

　　①酢酸

　　②フ。ロヒ。オン酸

　　③酪酸

　　④その杷
5　 ．　　　第　　［匹］　　胃　　液イ登～　｛嚢反月旨　　月方　酸

　　　　ロ6．杖肉豆
ワ．各暇器重量

　D試験群問の臓器の重量割合
　　（体重比）に有意差の認めら

　　承ながっr託の

　2）試験群間の臓器の重量割合

　　（体重比）に有意差の確認さ

　　淑たもの

8．病理解剖学的所見

　2）第二・三宥
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　　3）下町胃

　　4）・ト腸

　　5）　大腸

　　6）肝臓』

　　ワ）膵臓：

　　8）　その他

　『．病理組緻：学的所見

　　1）第囚胃

　　2）第一胃

　　3）　十二指腸

　　4）肝磁：

　　5）副腎

　　6）三三
　　ワ）腎臓：

C　考察ち・よが小括

第亙章

第▽章

考察：ち・よ　τバ総：括
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　　　肉用牛の肥育にお・ける最近の飼料給←形

　　態，すな；わう濾厚’飼メ斗多給・：＊且飼料論与・予

　　足の一長其月月巴育方まこは，　反鍔重刀物という：見地

　　ヵ・ら，その健康維祷に対し生理的限界を越

　　え，ネ鰍な二三を引ぞ起こしていると考え

　　ら）侭・る。

　　　特に，反雛力物の第一胃に諭寸る版劉勿

　　消イしで，良質のセ，レ・一ズが不足し，醗酵

●　しゃすい炭水化物ヵ響くなると，そのため

　　第一胃の低級脂肪酸産生量が急増．乳酸醗

　　酉孝も過度となり、　ルーメンアシドーシスを

　　起こし，う肖化障害を発し．こらには第一胃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユフワ　　
　　＊占月莫　に変イヒ乏　ミ　たす　こ　ζ　，カぐ矢ロ　ら　承て　い　る　か’噺，

　　後胃の障害について既現在なお三明な京．

　　が多い。

　　　牛の消化器疾患はミわめて刎・が、後干、

　　物こ，第囚周潰瘍はわが国で1暇の発生が
●　ま納のカ・．あまり報告針貿いないよ．うである。
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．●　　 胃潰瘍は、人お・よび豚では十数年来各国

　　の研究老によって数勿く．報告ごれてお・り，

　　その・よヵ・で．潰瘍の原因については，食餌

　　柱，微生物，寄生虫、、刺激柱薬物，中毒，

　　ストレス，胃腸障害など鋤くの因・：iチがあけ“

　　5承ているものの，その成因に関してほ勿
　　数の見解力“述べ5れており，なお今後1こ残

　　さ爪た問題が種々あるのが現状である。

　　　最近，山形県村山地域において、死官事
●故と扇面巴育牛の胃腸疾患・にお・｝贈る第四

　　胃潰瘍の占める比率は高く、しかも肥育牛

　　の飼育．にあ・いて、この疾病による死亡・発

　　育不当なビの影響は．その与える経斉的損．

　　失が珍穴プδことから着着は第四胃潰瘍の野

　　外実態調査を実施し，粗飼料の給与不足が

　　肥育牛の第面胃潰瘍の一因ヒなっているヒ

　　考えたので，粗飼料給与制限による第囚胃

　　潰瘍の発生試験を行ア脳た。
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第正章　肥育牛の野外実態調査が5みた第

　　　四胃潰瘍について

肥育牛の消化器疾患が，纐飼育ととも

1＝近蜻多発の三三にあるものの，後胃，峙

に第四胃韻蕩の発生状況は、生前診断が困

難なせいヵ・，病名を沢定七がねる場合が珍
く．　大音13分　ヵ“病理解音IJ学・白勺検査　1＝二よ　う　て　発

見こ才している。

　そこで，肥育牛の消化器疾馬特に第四

胃潰瘍による死廃状況を調査し．さらに，

モの飼育状況，生前およが病狸解剖営的検

査で第囚胃潰瘍の診断のついた肥育ヰにつ

いて，一般臨床所見．血液お・よび・血蒲生1し

学的検査，第一胃液検査とともに病理解剖

あ・よ・び組織学的検索を行なった。
　A　　．　　言周　査其Fl間　　才ジ　よ　　一レぐ項　　目

　自司査にエ，、日召牙ロ48左F4月～日召禾ロ4『」手31司ま

で，山形県村山地域一円で飼育ぞれている
門門育牛　（ホルスタイン才重♂・16頭．　黒毛牙ロ種
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●舎4頭，恥ワ頭）を対象ヒした。

　　　調査項日は，発生状：況．馬手飼料状況な

　　ど’である。

　　　こらに第四胃潰瘍の発生し野臥育牛1寸，

　　一般臨床前見，血液学的検査お・よが血愚生

　　化学的検査お・よぴ第一胃液の検査に加え，
　　病　王里角三音リ　お・よ　一び組織学．白勺ネ灸索：を：そう　な　っ　r：二。

　　血液学的前見お・よび血蒲生化学的前見とし

　　てほ，血液ロヘマトフりット値（Ht），白血
●飛騨（W．B．C．），好酸球委叉（蝕）．血蒲は縦

　　三白　1質〔量：（丁．P・）　、　A／そ〒，　N（λ，　K，　N3笠叛度　等ぎ　を

　　測足しr乙．第一胃液ぼPH，低一反脂肪酸（VFA）

　　を測足し、でらに糞便の潜血反応を行プあた．
　　　検査方法1ぼ．　Ht，　＼〈ノB．C．　，　EG℃．　1こ　つい　・て

　　1ス，それぞ続細管法、トーマ式，肺井．

　　弐：う去を用い，TPは日立浬、断「蛋白言†を用い

　　だ。A／∈rはセルローズ．アセテート膜電気

　　泳動法，甑Kは交光光度計（東芝ベックマ

●　ンネ工梨、），卜1含は原予吸光光．度計（東芝ベッ
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●
　　17マソネ：L製）を用いた。またVFAはカ“スク

　　・マトグラフィ（島津製作前製），糞便の

　　潜血反ノ応はシノテズト4号を用い，組．織標

　　本，はHEi染色をし鏡検を4寸獄っ　た，。

　　　B　．　　言周査お　　δr　ぴ・検査成績

　　　　1．第四胃潰瘍発生と給与飼料しこつい

　　　　　て

　　　　　D　発生状況
　　　山形県村山地域にお・ける肥育ヰの死廃頭
●数l12頭のうち，胃腸疾患は，5σ豆更（44．碗

　　で，その内訳｛蕩四胃潰瘍が3ワ頭（33．・胸

　　ていた（表D．なむ，生前の第囚胃潰瘍

　　の診断1梱難てるり，大部分は病理解剖検

　　査によって診断これた。

　．第四胃潰瘍ヰの奪節別記廃状況〔ま，総頭

　　数3ワ頭中，春ワ頭q8．r㈲，夏8頭（21．

　　6％）ノ0叙14頭（3ワ．8・ゐ）、冬8頭（21．6
●　　駒）　で，　有意差ほ獄いか叙に芳干多　い傾向
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●　が認められた（表2）。

　　　また，　第囚胃潰瘍牛の生体重について，

　　体重4・50～700陪に発：生し，　体重600K臼以上

　　にるく認めら承陰（3祐ワ頭，8654・）（表3）。

　　　こらに，肥育平家の経営規摸について，

　　経営規摸30～290頭の肥育農家1こ発生し，

　　特に6・頭以上の肥育濃家に移く発生してい
　　るイ頃向が言愁めら続（舞3ワ頭，．拠靭（表

　　4）　。
●
　　　　　　2）　給与・飼料状う兄

　　　給・．与・飼矛斗）Pくう兄について，言周査［戸数rま，　オ・

　　ルスタイン種去勢雄牛の肥育鼠家5戸，黒
　　・と和種，雌．　去勢雄：牛の肥育濃家6戸．　そ

　　のうち第囚胃潰瘍タタ発濃家．は．　そ燃ぞ赦3

　　戸，4戸でゼ各濃家の飼養頭数1な3・～280．
　　豆真　　・て“　あ　　っ　　た　。

　　　給与飼料の撞類は，肉牛配合．キングビ

　　ーフ後期．混合6号，フスマ，プレスヘギ．



▽

●　草，牧草）一（・あった。

　　　なお・，第囚胃潰瘍の未発生ないし発生の

　　少なカ・つた．肥育町家で，ホ1レスタイン種肥

　麿濃家2発，黒毛和種肥育県家2戸は，そ
　　承そ・敷飼養形態ヵ噸似し．また乃三農家相

　　互間でも同様であ．たので・，そ敵ぞ敷の区F

　　分の一濃家を表5～8に示した。
　　　第囚胃潰瘍未発生7δいし発生の少zδカ・っ

　　た湘レスタイン煙去勢雄牛肥育震家レこお・｝丁
●
　　る給与飼料は，肉牛配合．キングビーフ後
　　期，稲ワラ，肴草（野草，牧草）アδご・で，

　　体重3。。K8珊の飼料給与率は．（NRC．中

　　央畜産会），乾物量（囲）．可消化養分総量

　　（TDN），　可消化＊且蚤白箕量’（Dcp）　ブよど・．

　　モれぞ必適量であり，体重5・・K二時の飼料

　　給与率は，囲，TDN適量，　ρcpやや過剰で

　　あった．また体壷6・・K二時の飼料給・与率は．

　　囲予足．　Dcp，　TDN適一量であった。　ごらに，

●給与食司料中の粗飼料の占める割合1茸，D岡．
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●TPNでみると，そオLぞ細。・陀跨ワワ．3・ル，

　　68．2　9も，　　5’00k（矛艮二苛4L3。／◎，　29．8　・汐），　　600　K曾

　　貝回　2ワ．ワ％，　　i6．2　φで　あっ　た，　（表　5’）　。

　　　第囚胃蒲瘍未発生ないし発生の少なカ・っ

　　乃黒毛和種肥育鼠家】こおける給与飼料ほ．

　　肉牛酉己・合・，　：箱　ワラ．　牧ヰ乞早で，　体重4・oO　K牙

　　時の飼料給与率ね，P図適量，　pcp過剰，　TD

　　Nやや過剰，体重5・・K9時むよび6・・K2時
　　は．P図やや不足．　Dcp過穿1』，　TDN適量で・あ
●
　　つた。さらに，給・与飼料中の粗飼料の占め

　　る割合は，囲，TDNでみると，それぞ敵4
　　00K曾時　39．4　0／o，　　2ワ．4　0ンも，　　500　K曾　瞬　32．5　r汐・！

　　2L30ん，　600　K曾時i8．8吻，　】L3　0ゐであう　た

　　（表6）。
　　　第四胃潰瘍勿発のホ、，レスタイン種去勢雄．

　．牛肥育濃家にお・｝丁る給与飼料1ぶ，キンゲビ

　　ーフ後期、稲ワラで，体重3・・k曾時の飼料

　　給・与率は．P図適量，　pcp．　TDNとも｝こ過i剰．

●体重6・。K3時の飼料給与率1な．　P而足．　DG
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●P適量，TPNやや不足であった．さらに．

　　給与飼料中の粗飼料の占める割合は、囲，
　　TDNで・みる　と．　そ　躍・kそ“オL300　K3時10・2　0派），

　　5・4妬，　600k？時17．69ら，　臼・4碗一であった

　　（表ワ）。

　　　第四胃潰瘍多発の黒毛和種肥育激家にお・

　　ける給与飼料は，肉牛配合，プレスヘギ，

　　稲ワラで，体重3・・㎏時の飼料給与率は．

　　DH適量，　Dc　p過剰．　TDNやや週，剰で，　イ本重

●5・・K魑の飼料糾率1な，D略足，　Dcp，

　　TPNとも　に．やや不足で’あっ　た。　さ　ら　に．　給

　　与飼料中の粗飼料の占める割合に，囲，丁P
　　N　でみ・る　と，　そ撚そ・オL300　K号・時　6．1　唾．　3・・

　　1　所），　　　500　　k3時　　6．9　　0／0，　　　3．5●　所・　で・　～め　っ　　た　　（

　　表8）。

　　　　2．：第1四胃潰瘍i野タト発症．イ列・忙っ二いて！

　　　胃腸疾患で死廃とした肥育躰・頭（全死

　　下肥桝の糾．6・／・）の病理解音1箆裏施した
●　　　慈壱果，　　3ワ伊ユ　｝こ　第　瓜｝胃　r骨瘍　ヵぐ高愁め　ら　銘父た　ヵ“，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

●そのうち生前鹸査のできた18頭について，

　　その成績を検：記した。

　　　　　　1）　・一舟旧臣品床匹見

　　　第囚胃潰瘍発症牛のうち．ホルスタイン

　　種く表r）は8頭、昇令2～4才，営養状
　　態中上以上，被毛光沢やや粗剛ん普通で・あ

　　つ汽。また初診萌の元気食欲は減退～廃絶．

　　可視湘膜i戯炎桃色想桃色であったが，N。2／
　　No．4．では赤色，充血状：態で・あった。　ごらに
●
　　体温は36．8～39．i．Cで・，平熱もしくはやや
　　イ塗」　く　，　P暑」．吸．1な　29　～78　回海ト　で・速迫一，　　月鼠才白　は　58

　　～1。6回、侮で，摂脈，結滞脈が認めら爪尺。

　　　7δお．胃お・よび腸蠕重力鳳減退～廃絶て“．

　　腹囲状態に一般にやや膨穴～中三度膨大で，

　　鼓脹ないし食滞様であっ裁糞便状態は軟．
　。　イ更　，　　下　痢　4更、　　石更　11勢　イ更　　ヒ　　そ　　銘へ＿そ　ぐ丸言1ぐミr　め　　ら　　・ぐ丸　搾乙

　　が，その量に・ゲ量で黄褐色～黒色でみり，

　　潜血反応は士～什であった。
●　猷しらの症状ほ，経過｝群レ穐イしの傾向
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●を尺どり．流午下吟，頚部伸長rδどの症

　　状が認め5眠る1こいたるバ、こらに体過の

　　低下とヒもに起立不能，皮温不整ナ8ど死；期

　　の迫っている症状が観察で恐た。

　　　一方黒毛和種（表lo）は．lo頭，昇令4～

　　5才，栄後状門中以よ，被毛光沢粗剛～普

　　通でみった。ま乃初診時の元気食欲は減退

　　～廃絶，可視粘膜はう炎：桃色～三色て・あフた

　　ノリぐ，　No．5で1コネ刀診研予『お・（ターび2日1ヨrさ赤色，

●充血状態であった．こら1こ体温は36．9～39．

　　2．cで，平熱もしq訴や低く，・乎吸｝32ワ

　　～68回疹で四二，一部胸式呼吸のものや，

　　脈拍が56～1・4回魚で一部鍾脈、二二肱の

　　もの己認めう八為，

　　　猫お、胃ぢょび腸蠕動は減退～廃絶で腹．

　　囲状態は一般にやや膨大～ヰ三度噺大で㌧．

　　鼓脹ブ6いし食滞様であっ斥。糞便状態1瑛

　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　褐色～黒、色で車匁便～’下痢便で少’亙であっ　た

●が，一部硬固便一隅のものも認め5オし，
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　　テ替血反ノ1ミ・は一～什であった。
●

　　　こ承うの症状は，経過に伴い悪化の傾向・

　　をたどり流誕，・下下頚部伸長などの症状
　　力・ド認め5才し、きらに体温の低下とともに起

　　立不能，皮温不整硲ど死期の迫っている症

　　状：、が’観察ご才した。

　　　　　　2）血液学的二見お・よぴ血蒲生化

　　　　　　　　学」豹二見（；表N）

　　　第四胃潰瘍発：症牛のうち，ホ1レスタイン’

●種8頭のHtは36．6土3．r％（平均値±橡淳偏差
　　↓×下同様），W．　B．　C．はワ1．ワ土4．ワlo鰍㎡，E図．ほ

　　122ゴニ　158イ％mρ，　Eod／ω．　B．　c．1コ　i．ワ3土2．20うる，　一「P・

　　1ヰ6．6±・．3蜘，Aたは1．16土・．・9，N氏・激度は

　　13ワ．7土6．5徹r％、K・濃度｛巧．2r主0．1ワ明，隔αは

　　0．038土0．002，図3・濃度ほ2・23は0．250徹貿であった。

　　　さ　ら　に黒、毛、才ロネ皇iO豆更のHt　l落36．4土　4．3％，

　．1E（9ぐ　．じ3　i80土　120イ騒爪3　，　Eθづ．／1〈ノ．〔う．　C．は　2．45　：上

　　1．65・％，K／N“はO．040±0．OO4で、いずれも
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訳肋・つた肥育牛）に比べ’低力・つたが右素

差は認めら敷硲力・っ　た。　また，W．　B．C．はワ4．3

±5．31幅㎡，　A／旨はL22±0．13．Na・濃度は

i・40・2±IL3「飢E％，図9濃’度は2．16ワゴ：0・1（13秘

で，v、ず才しも対黒牛1こ比べ高ヵ・つたが，右

意・差の認めら琳たのにA魚（Pく。．ODだ’け’

て“あ　っ　7「こ。　アよ　お’，　　丁．P・　1「エ　6．8土　0・3？／61して・・，　対

照午の惣しと同様であった。

　　　3）第一習液所見く表12）

　第四胃潰瘍発：症午・で㍉ホルスタイン種8

頭の第一一胃液P日1ま6．5土。．3，総VFA量は

1ワ．5’6±　3．2ワm図血で．　VFA　の組成は酉乍酉灸41．5

±ll．3モル・ゐ，プ’ロピオン・酸iワ．ワ±：6．0モ1レ

％，イソ酪酸。．∫士0．3モ1レ％．酪酸3▽．4土

q．6モル％，イン吉草酸L5土L5モルψで．
あった．。

　芝らに黒毛和種IO頭の第一稿液pHは6．6
土・・∫で．丈課・牛に比べ’イ塾鴻・汀こか右意淫

は認・めう三二かった。嵩谷VFA量ほ16．8臼±3．
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●34細融で．VFAの組成匿酢酸39．5±8．・

　　モ1レ噴，プロピオン酸■7．5土4．7モ1レ％，

　　イソ酉各酸。．7士0．1モ1レ％，酉各酸41．1土8．ワ

　　モ1レφ，イソ吉草酸はL2±・．6モル％で・．

　　対’只互牛のぞ才しにししぺ酉三酉菱，　4ソ畜尊酉灸は肩

　　意、（Pく。．ODに低く，酪酸は肩意・（Pく。・OD

　　　よ　　に尚幻》つた。

　　　　　4）病理屏剖学的所’児（表13－4）

　　　病田鞍1無記撚は、主として嬉一三～
●
　　第四胃，　小腸．大腸について行Zδフた。

　　　第一胃：内容物は泥沫状な、ジしう回状で第

　　一胃壁に耐着してあっ，半誠毛の脱落，白

　　色の肉芽腫様・ト結節など第一月山，上反角

　　箕層の脱落、手絨毛の三尺あ・よが接着退化

　　なごパラケラ　トージスお・よ1バ悉且織欠損、！演　，

　．瘍批・の所見が認めら水た（写真1）．

　　　第二胃，第三鷺：箔変はみら承な力・つた．

　　　第囚胃：内容物1さ褐色～暗赤褐色の茄液
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●色～暗赤褐色で胃出血．粘膜の象幅佳が認め

　　うオL，ごうに胃庫腺音戸，幽門部に径○・3～

　　5．Oc肌　大のラ貴瘍　力ザ言忍めら　姓，　黒、＝色孝E種NO．2／

　　N・．9でに潰瘍の穿孔しているのわ“碓認ざ軟

　　た（写・真2）。

　　　小腸：内容物は黄色～褐色の粒下様物で・

　　少量であ．た。また粘膜面はレンズ色～暗

　　赤褐色で充、出血．炎：症落漣が認めうれた。

　　　大腸：内容物は褐色～う炎票、色の・・泥状：物で・

●・瞳であった。ま照門面は，一部レン刀“

　　色～1者赤褐色で充出血ヵ“みう琳た。

　　　その他：腹膜炎（2例），膵臓の能肪汎
　　着　（16伊」），　月手蔵のうっ血．：展タ三巣．　膿瘍

　　（12例）、腎畷の混濁あ・よ袖凹凹王（3例
　　）ノ◇ぐ：落・i註云し噛てレ』1「こ。

　．　　の病理組織郵耕「児（表5）
　　　病理解剖を行なったホ♪レスタイン種3例．

　　黒も和種2例について，第一胃，第囚胃，

●小腸，大腸．丁子お・よが肝職仔どの病理組
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●織学的検索を行な．た。

　　　第一胃：粘膜上皮角化層の室局乞化ヒ増生

　　お・よ「び腫脹る田月乞の昔父在．　ご　らに＊占月莫上一皮：基

　　底層の細乞増生．真珠様形成像刃“認めら，に

　　た。量た粘膜固右層あ・よが粘膜下織の室肥

　化．好中球、リ’ンノぐ球の細局乞浸潤がみ財L

　　罠（写真3）。祢ち’，ホ1レスタイン種N。・ワ．

　　黒毛加穫N。．8で1な粘膜め壊死．ホルスタイ

　　ン麓晦2で1爵簑膜に建する渡瘍が謡・めう昭
●
　　た。

　　　第国胃：粘膜上皮の壊死、脱落，粘膜下

　　織の細肥浸潤あ・よが血栓が確認ご承尺（写

　　小腸：糀膜よ反の剥離．粒膜固満層の細

　月乞浸欄が謡めうれ．オ、1レスタイ滑重N・．2で

　　は＋二三腸レz嶺瘍ヵ“存在してい尺。

　　　大腸：ホ）レスタイン種N。．▽で．粘膜固右

　層に細団円浸潤や粘膜の限局・ト生写ラヒかみう燕
●　た。



●

●

●

1ワ

　膵職：閥質に脂肪細肥の増生力唯舟め5れ
rと。

　肝蔵：肝被膜下のリン1ぐ球，好中球の細

肥浸潤，小難問答合組織の細肥浸潤あ・よが

結合組織の増生の1鞠・，限局枇懐死，曝瘍
毛｛認・めう琳た」。

　その化：賢職に‘τ問質．騎に血管周囲に
リ　ン！ぐ王求：，　組識王求のラ受、り閏、　線喬室≒芽細月乞の：増

生など脚貰柱腎炎の像もみら歌彦。

　C．考察およが小枯

　牛の第四胃潰瘍しこついて．こ糧で症例
　の　し　　のヨ　ク　し　　タ　　の　ぴ　タ　ら　ヌつ

報告1ズ霞賦ているものの．後胃樟害1ま生

前における発見が比較的困難でめり．病名

を決足しカ’ねろ場合ル篤く，穴部分ヵ“病理

門門1検査によって発＝見づ鉄ている。

第四胃潰瘍の発生状況について．BREuKエN貿
　　　　　　む　ゆ　　　　　　　ワリヨリグヨ　　　　　　　　　　の

，HE剛工N“SEN，　JENS三N　5．NERC正Rなどの報

岩があワ，令回，山形県村萌地域の病類別
死廃状況より第囚胃潰瘍の発生程度をき周査
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●した諦果，第二胃潰湯謂腸疾患・による死

　　廃あワ6．○妬を占め，　しかも生前の診断ヵぐ困

　　難なこと・δど，最迩の予後不良の買腸疾瀞

　　のzD・で、本病の占める割合レ肋・7の高い

　　ものと推駈才しる・っ勃肥餅の第四胃
　　頂瘍は、力回り高孝レ溌生している毛のヒ

　　考えら姓，さうに生体重600k穿以上り肥育

　　牛に多発しているので，その与える紛斎的
　　才員タくも大∴きv、乙ヒメデ想イ象⇒寸しる。　昔た本病

　　景家に多発の傾向がみ5れ，　多頭飼育にむ

　　ける飼養管理、特にミめ蘇励・い観察，粗

　　飼料の確保，モの柁畳々のストレスなピ・

　　今後解決す噂下等・セーがあるように考えう

　　才k廷。

　　　さらに，第面胃潰瘍の臨床診断は，ミわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　めて困難ア阿が現状であるが，F。xは，第

　　四三嶺瘍を4つの症候群．」，軽度出血の

●認め5ボる噴瘍，2．重度出血の認め5敷
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●　る潰瘍．　3．　急柱限局’｝生腹膜炎：を伴フた穿

　　孔，4．急柱沢発生冥膜炎き伴。た穿孔1こ

　　分類して．その症民治添劾どを報して
　　いる。そこで．若者は、野外発．症例の第凶

　　韻瘍午の一般臨床．血液第一際夜前見’
　　病　王里角牢畜1あ・よ　「び組・織検：査＝を　実施　し　た．糸畜果、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しヨし　　コヨるク
　　一般盛床前回では，これまでの先人の症例
　　　コ　　の　フゆつ

　報告とほぼ同様で，特レこ胃腸嬬の減是～廃

　　絃腹部（晦部）の膨穴一ノ糞量がグ量であ

　　・分陽柱であっ表．ま投発症が癸発的である

　　ことも共通していたが、潰瘍1丁初期に粘膜

　　の燦瀾かう時間め絞過レZ伴って筋層レて弄し・

　　筋層バ沢第に結合織化してい’くのが一般的

　　であり．時に｛謂の異常蓮勤，血流樟」齢5

　　どで庭発的に筋層ぐ5いまでの潰瘍が生じ

　　得るとも考えられるが．漿膜に蓬するよう

　　な深いものが癸然生ぐることは稀であるヒ
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●　5下る。

　　　第一胃液前脚では，第四周潰瘍牛は対照・

　　牛に比べ．酪酸の濃度に高く．酢酸．づソ

　　酪酸、イソ吉草酸の濃度！‡低いことが認め

　　うれ，反勿動物の第一胃内微生物消化にお・

　　いて，毒厚飼料多給，セノレ・一ズイ足が，
　　＞FA組成に変4ぐを　毛　π　らす　こ　と　は宍セ　ら　琳．て

　　有り．ぞ5に悔第一胃や第二周の運動が．

　　第三胃ある！・1蕩囚胃の状態により迷走神
●
　　経をうやし・て倣セウ噛な影響を受1け・るてと．　才）・よ

　　ぴ第一胃壁に病変の認めら粛k為之ヒ六）・’ラ第

　　囚胃頂瘍牛では第一肩液VFA組威に変イヒ，を

　　ミτ＝しているものとも考えうれないことも

　　7」い。

　　　病理解剖学三所児で勘第囚胃潰疹の形
　．L守一一病気に楕円形で組織欠損レ寸大、ミく．　しわ・

　　もK郁か訟血住で胃庫郁幽門音ドに多発し

　　ていた．駐こ病理組蔽学的前門で腐、組織
●欠損が粘膜筋層に達しておつ．その周囲に
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●
血栓，細脆浸潤が若明に認めう承た。

　芝らに，第一胃，・ト腸．肝臓にもそ撚そ一

爪病変が認めら蘇、膵職でに脂肪化バ着明

でめっ尺．粗飼料の給与不足かよが激厚飼

料の多給は，第一胃の生理ヵ汚みて明晒・

に異常7潮回状態である読がう．第一胃

粘膜表層に炎症や角化ず全割ビの変化きあ・

こしていうと考えらオ（る。過食，　ヒスタミ

ン，乳酸，高張溶液と第一胃炎の発生状況

　　よ爾膿薇つ）、て・LUEN5z～が，第一胃の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病変と肝瞳瘍について1もHASKエN　5，ブENSEN
　　ガ　　　　　　　り　　　　　 　　　

　　ら．　SNエT日　、　王・寺・等ヵゾ言：羊奏田幸艮告している。

●
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　　　　　　第囚胃潰瘍発生に関する研廉：

　　　飼料は，一般に濃厚飼料と粗飼料に大別

　　芝戴反多動物である牛を飼養するに、濃

　　厚鯛料のみで1な，その生理上困難な颪がわ

　　いの1Dぐ現状：である，

　　　さう1て．今後粗飼料の確保が回すきす困
　　難になろ状1況にわ’いて，＊且飼：料不足一が原因

　　ないし誘因とzよる疾患の頻度は、きすま可．
●
　　二大するものと芳えら回る．しrこがって粗

　　飼料不足レてよる各種疾患の発生機序き解・月

　　し，予防乎綬る講ずるzとは、今後の畜産

　　に課せら承π閥題の一つでもめうう。

　　　そこで．令回粗飼料紺与制限による肥育

　　守の第囚胃潰瘍の発生試験と行なつπ。

　　　A．試験方怯

　　　　1．試験材料あ・よ一び方法

　　　本試験しわ思年酒種，雌，i4頭乏嗣い、粗

●飼料鱗状漁てより3群に分け，工癖4頭，
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　　　試験期間は，生後8．力羽々吻試験開始時

　　がう、生後23カ・月令の指殺碕まで．482日間

　　でめる。

　　　給与飼料の種類は，各群レ港礎飼料とし

　　一（．肉～キ酉己ノ合㌧プレス∠ヘギ，稲ワラを、　ご

　　5に五二，皿群にへづ衆ユーブを給与し，

　　その比率は，TDN換算で，工群3・・K曾跨給

　　与では肉牛配合（の経）95・2％，絹ワラ4．
●
　　8　％．　400K曾　・時給一与一で・は肉牛酉こ令・83・4・％，

　　プレス乙＼：ギ12．84・，稲ワラi3．8％，工君羊300

　　寸時給与で隠肉牛配合73・4・φ．ヘイ菟ユー
　　ブi3．3　φ．　稲ワ　ラ　13．3　・ル，　400ト2時給与で’

　　け肉牛配合66．ワ％，フ9レスヘギ13．3ψ．へ

　　。イキューブ13．3らる，稲ワラ6．ワ％，　ユIL群300

　．K曾時給与で肉牛配合625％，ヘイキューブ
　　25．o所），：稲ワラ12・5『浄，　400　K（3昼寺給・・与一一（》・肉

　　牛配合切．9・1・，プレスムギ’IO．5％，ヘイ果
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●　 中＊且倉司料の占める下弓含は，　1君田lo．○ψ以下

　　，工群i・・1～3・・。％，皿群3・・1～4…　％と

　　し，給与量1調本餉養標準肉叫の要糧

　　に従った。

　　　　2　．　検査丁頁　El　あ・よ　「区方う去、

　　　検査項鼠甑試験牛の体高，胸1掲，体皇，

　　増体重，一般晦床所見，全血でヘマトクリ

　　ット値（Ht）、白血球数（W．　B．C．）、好酸球：

　　数：（E園．）を，血蒲Lオ終三白貰量’（T．P．）．　A／

　　lz　つ　い　て　「；．　PH，　　イ！塾級H旨　肪酸　（VFA）　を・・誤jljメ1…＿

　　した。

　　　εらに．屠殺崎（最経飼料給与π前日の

　　18時～1『時で，屠・殺時間レ言，　『時30分～14

　　瞬迄の間に全頭屠殺）には，第四胃液低級

　．脂肪酸，枝肉量，各蔵器重量を測足し．病

　　理解剖導的検査並レ乙病理組織導的検査創そ

　　アδっ　f乙。

●　ア∫お．各検査の方法に，声門章にあ・ける
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●検査方法と同様である。
　　　B。言…〈、彫こ成績

　　　　1．発育状況
　　　粗飼料給与制限による試、験：牛の発育状う兄

　　を観寮する巨めに、毎円定期的に体高，胸

　　囲，体重を測足し、各測足値に試験三輪時

　　のそれして対する百分比で現わしr乙。

　　　試験期間を通して，エ．工群の体高は粗
●飼料嫌の皿群のそ銘U試一ご伽、傾向を示

　　し、特に工群の体高に，試験開婦後2ヵ羽，
　　lo　～　12六）’　1ヨ，　　15　カ’FI　で有　意・　（　P〈o．05　）　して但～

　　ヵ’っ彦。こらに1群の体高は，試験開始後
　　4・～i5カ’月で有意，・差：（　そ　〉侭ぞ蘇Pく。．05．　10

　　ズ）・目のみP〈o．Ol）がい畜愁めら承「：乙。

　．　ア島・．エ、五二問の体高に右鳶差（な認め

　　ら琳アよか㌧τこか，工群の体高に1群のぞ敵

　　レてヒいご，試験開姫後3ヵ嘱より高い傾向ボ

●観察ぞれた。
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●　　　2）胸囲（痴ワ，図2）

　　　工群の胸囲は，皿群のぞ敷に比べ試・験：開

　　始後ワη’円までノ広い傾向を示し，8ヵ・月以

　　後1て狭い傾向が観察それrこバ，下着間に右

　　意・差は認めら淋アよカ・っr乙。

　　　1群の胸囲口，皿群のそ敷に比べ試験開

　　始後3ヵ・月昔で広いイ頃向を示し，　4が月以

　　後侍狭い傾向を示しτこが，両者間レこ有寿差

　　は認めらオtぼ，η・フた。
●
　　　き巨，工芸の胸囲は．ユ群のぞ敷に比べ
　　試験期間を通して狭い傾向とオ、し尺がし．　両
　　ラ旨　　間　　　レ乙　　右　　；意《　差＿　　1；芝＝　i…ヌこも《　（め　　 ら　　　ヲ4べし　　7二よ　　ノb、　　　っ　　　 た二　●

　　　　　3）体重（表18．図3）
　　　工群の体重は，皿群のそれレ乙比べ試験開

　　女台後3カ・円萱で重い傾向葱万、し、尋が目以．

　．後1τ軽v・傾向と示し，特に試験：開姥後LD．

　　】2．｝4，15か・月で両着・間レ硝意差（それぞ

　　黙PくO．05．　1パ目のみ・Pく0．ol）がM茜匙めらオL

●　rz。
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　　妥台後6刀・月まで・重いイt頁向乏示．し、　ワか目以

　　回して軽い傾向を示し夜ガ，両着間1て二四差

　　は論め5オkな刃’っτ乞。

　　　まrこ、工群の体動て・’1群の包IZ比べ

　　試験用始後4ヵ・同まで重い傾向毛ホし，5
　　　　　　　　　　　　へ　　　力・円レX後は軽い傾向乙廊しr乙P“．両着周レピ

　　右二二．1コ認めらボながうた，

　　　　　4）　増イ本重　（　1　日当り　）　（表ir）
●
　　　工群の増体重は，皿群のそ敷に比べ試験
　　開女台牙灸　　1　パ）、　「ヨ　で　有　1竜＿　（　P〈　o・Ol　）　　レ＝【　）k気　ミ｝　く　　ノ

　　4，　ワ，　8が目で・有意・（そ承それPく。・Ol，

　　P〈　O．05，　　P〈　o・OI　）’　レ’乙　ノ｝、　く3　カ、　つ　　ア乙　。

　　　正信の増体重は．皿群のぞ組鴬しバ試験
　　開女台後】．　5’ヵ・円で右意．（そ》匹ぞ承Pく。・05），

　．lz尺きく，　4．15メジ〕「て一’有焦（そ承そ“・密LPく

　　・．・Dに・トさがフ．たが，エ、■浮間の土三体

　　重に右慧差に認めら承ながつτ乙．

●　　2，一般臨京所見（表2・）
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●　一点跡二見について，工群では’試験
　　閣女台後2ガ目で軽度の鼓脹症●（N。2，3）．’

　　が発生　し，　》X後No．2　は1ト曼柱化．の1頃向・にる　り．

　　さ5しzN・2，31ま軟便々“継続した。またN。

　　3は，試験開雄後ワη・1可でも軽度の鼓脹症

　　が発生し，以後慢柱化の傾向にあフτ乙。

　　　正忌では，軽度の鼓脹症ガ，試験閉櫨役
　　3　刃、　1「　　（　No　6　）　．　　10ん｝　iヨ　　（　No　5　）　　一て“　ンヒ　れ　ぞ’

　　琳1頭発：生し．　レ×後：N。6は漫柱」しの4頃向に

●　みり軟梗バ継続し砒．
　　　皿群では，軽度の鼓脹．症が，N。11（試・験：

　　二三灸loヵ・月）で発生し、13ヵ・月より硬固

　　便，．軟便をくり返した．昔にN・1・では，試

　　験開女巖11調．書3ず円で食・二帯が観引敷

　　rこ。

　　　　3．血液学的前見お・δび血蒲生化学的

　　　　　　所見

　　　粗飼料給与制限によろ試験ヰの血液学的

●戸帆ち・よが血蒲生化学的状況を観察するた
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　　施した．

　　　　　　1）ヘマトクリット値（表2L図4・）

　　　試験二女台後1カ・目・で，1，工群のHtほ即下

　　のそれに比べ’有意（P〈o・Ol）に高く，　4ん’1ヨ

　　δり，工群の日tlな，エ，皿群のぞ和て比べ高

　　い傾向を示し，特に6、8，9，i3，‘5η’月で．正

　　虐羊にtヒベ馳菊意差（そ）なぞ・なPく。・05，　8ヵ’月の

　　み　Pく．o．Ol　）　カ、ぐ言ノ竜め　 ら　）セk，　　ま　1r・こ　6／　il～13，　i5ヵ、月

●で工群1て比べ有意差（それ烈kPく…5’12お・

　　よ・び15カ・月でPく。．OI）が言忍・めら》株τ之。

　　　　　　2）　白血球数（表22，図5），好酸球：数：

　　（表23，図6）お・よ「ゲ好酸王求蓼～／自血∫求数（表24、図ワ）

　　　白血球数は、試験期間を通して特に傾向
　　1擬熱紬がつたヵ“，工群の臼鋤ボ数1な，

　　皿群のぞ緑比べ試験開煎麦1が月で醸ご

　’（Pく…Dし脅く，8、1z．βヵ唄で構・
　　（　　そ　　★欠　その　髭父　Pく　o・05　　）　ルて　づノ唖　7・∫　ノP》　っ　　ア之　。　　号　　1「こ　工

●群の白血球数は’皿群のUUτ比べ5’り
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●　　カ・目　で・有意、（　Pく。．05，　Pく。．Ol）　にケ　アよ　カ・っ

　　r乙。7‘お、エ，1群間に有意差ぱ認めら琳

　　アよ’η’・プ乙。

　　　好酸：i球数：鳳．各君門ヒも言べ・験開雛後loが目

　　まで・特に1レ頁向は観察芝承プごパ）・・っ7乞力“，　2．

　　6・漏で，工群の好酸球数は，皿群のそれ
　　に比べ三三（Pく。・05）してケアδく，U，13．

　　i4棚でに、エ，五三の好酸球数は，皿群
　　の：そ牽くにしヒベ・有：意・（Pく0．Ol）lz．ツ’1よく，　13

　　煮、　（　　P〈　o・05　）　しz　づノ・　アよ：　7D、　っ　　1’乙，

　　　好酸球数／白血球数は、工群では■群に比

　　べ低い傾向　（1，　2、　6，　Bヵ・目で有慧差

　　Pく。．ol．　Pく。．05’，　Pく。・05’．　Pく0801）にあワン

　　皿群で1瓢群に比べ7、8力羽で肩意《そ
　　績・れPく・．・5）1滴く．｝h・月で二丁（Pく

　　O．。5）に低かつた．ア∫あ・、エ．工三間lz右

　　階差1寸認めう承ア釣・つた．

●　　　3）血備総門白箕量（表25．図8）
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●　　　お・よがA／耐俵26，図r）

　　　TP．は．試験期間を通して特に傾向ほ認

　　めら・株なη㍉r乙が’．工群では工群に比べ2，
　　6，　　】1，　　15　六ブ　iヨ　一て・・1有　煮．　（　♪そ　承　そ一　才L　Pく　o．05，

　　2　ヵ・目　の　みPく。・oi）に高　く，　皿1群に比・へ“ワ

　　か阿で三寿（P＜・．・5）に低η・フπ，昔π工

　　群でぼ皿群に比べ6刃羽で有意・（Pく…D
　　こて」．　イ重至～　　ノ。『♪　　っ　　　 τ■こ　

。

　　　A！碕　に　つ　いて，　工君羊では，　互　，　皿君羊に比

●
　　べ伽・傾勧zあワ，特ld群ヒは6．11～
　　13．15ヵ渦で有意・（そ敷そ・紳く。・・5，Uお・

　　よ■バBが目でPく。・Ol）にイ塗く、，　まアこ皿群と

　　は13ガ円で有意．（Pく。．05）に低がっ　rヒ。　こ

　　うして工群で1証回して比べ9、肋・同で有意・
　　（　　そ　　オ父　そ●　オ曳　P＜　o．05’　ノ　　Pく　o，Ol　）　　レr乙　1高　

；◎》
@っ　　ア・て　，

　　　　　4）　N伐（表2ワ，図lo），　K（表28，

　　　　　　図11）、図9（表2り、図12）門渡

　　　N氏，K．図即下は，試駿期間逢通して各
●　群問1て，特1て変化は観察さ敵r‘がっ1ヒ，－
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●

　　　　’
　　仁しべ’づさv・1頃向（9六）・目で・P〈o・05’）カ、博’〉めう

　　弘，まπ，エ、工群間でも’工群のPHは1

　　群のぞ鯛て比べ低い傾向が観察さ脚℃乃“有

　　意差にr高藁あられなη・つた二。

　　　　　2）　　イ墜三月旨目方酸

　　　　　　①酢酸（表31，図1斗）
・●　試験開嬢後3司肱り，工君羊の第一胃液

　　酢酸激度に，工群のぞ髪惚七ヒバ高い傾向（

　　3，　ワ，　13、　15ヵ’FI一て一，　》そ弘ぞズ失Pく。・Ol，

　　P＜o．01，　P＜o・05’，　Pく。．05）カ“1家ひめう　才k．；r乙。

　　　きた，瞬の第一胃液酢酸濃度は，皿群

　　のそ網て比べ，試験瀾始後3ガ月より高い

　．傾向（3．ワ．15η唱で三二差、Uしそれ
　　Pく・．・∫，15ヵ・目でPくO・・Dが認めうれτ乙かh．

　　1】　済）Σ　1竃　　．て・・　1コ〔　石塗～　ノく）｝　っ　　ノ■乙　　 （　　Pく　o・　01　）　　9

●　な有．エ、1群問で有意差は認め5粒よ

　4第一胃液1￥r見
　　覧　）　　pH　（　表30／　　1図　　13　　）

工　皿群の第一胃液PHは，皿群のぞ，鞠z

　　　　　　　　　　　　　　　　・・き刃　　　、
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●　かフr乙。

　　　　　　②プロヒ。オン酸（表32．図i5）

　　　工群の第一冒仮プ・ヒ．オソ酸濃度既皿・

　　群のぞ脚乙比べ渦い硬向レZあっπ力哨意遂

　　1寸訳rめう塔な内・フた．。

　　　まrこ，工群の第一胃液プ・ヒ材ソ酸r撮度

　　は，皿群のそ才しに比べ満い傾側てあり．試

　　験開女台筏．5，r，　i3，15ヵ・目で哨意（そ燕

　　ぞ燃Pく。．05，15ヵ・月でPく。・・Dlz高がフ彦。

　　r乙。

　　　　　　③酉各・酉交：　（　表33．　　1叉】　16　）

　　　工群の第一胃液酪酉嬬度は、皿群のそれ
　　に比べ・診弍・験開女台後．日が日（Pく。．05）で高力・

　　っ　rzが，　特3リなイ頃向は齪rめ　5　れぽ　がっ　r乙　。

　．　　　き　rz．．　工群　の　第　一　胃　つ夜酉各酸ジ艮ラ度　は・，　　皿．群

　　のぞ黙に比べ試験開雄後り（Pく。．・i）．15

　　η・目　（Pく。．。∫）　で高かっ　尺が’．　特別な傾向

●‘‡認め5れ・∫刃・。r乙。
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●　　　　 ④そのに

　　　第一胃’液イソ酪酸（表34，図1ワ），　イ・ノ

　　吉隼酸（表35．図18）については，一部侭

　　意差を認め尺バ，試験期間猷通して，特別

　　ア詞下向に観察さ碁なか。雇．

　　　　5．第四胃液低級脂肪酸（表36）
　　　目巴’育終了後，　，各・月巴荷牛を屠兼気解イ本（最畜冬

　　飼料給与後12～i8時間）崎，弓取しk第囚
　　胃・液のVFAを検査：しτ之。

　　イ　ソ酉各回に皿群・の　ぞ敷に比べ低く　（Pく。・oり．

　　工群おポい工群の酪酸正忌あそへに比べ
　　t高　 力、　っ　　アZ　　（　　Pく　0．　05’　）　　。

　　　昔瓦第囚胃液VFA閉合で，エ，1群の

　　酔酸，工群のイソ酪酸に皿山のそ爪そ踊Llし
　　仁ヒベ』イ塗～く　（　そ　承ぞ　八　Pく。．oワ．　Pく。・oi．　　Pく。．

　　。の，工群お・よが工群の酔酸は皿群のぞ八

　　に比ヘー高が．rz（そ黙ぞ辻L　Pく。．　o∫、　Pく。．・D。

●　　　　　　　 6　，　枝肉一刀「　（　表3ワ　）



●
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　肥育終▽時，各肥育牛と屠殺解体（最、絡

飼料給一与後に～8時間）し，枝肉反び・各職

器重量を測足し巨．なお，各臓器重量け屠

殺直前の生体重に対する割合で現わしπ．

　エ、正，皿群の枝肉量は，そ承ぞ黙2985
±38・9K3（平均イ直±本票準偏差．．　↓》く下同イ系）．

332・3土20・8K曾，335・3±2ワ・5k穿で．工臨

が・トさい傾向にゐ・茂ガ．各慰問に右熟差
を　言正ロ月す　ろ　こ　と　1寸でぐ　な’勺》フ　庚。

　エ’エ’皿群の水引分既そ獣ぞ鞠15
±1・ワK3．13・0±・・8k曾．13・5土1．。K曾で枝

肉量ヒ同じ旧記示し丁乙が，各群間｛三焦
差1寸なカ・っr乙。

　工．　工［、　皿群の萩肉実量：は・．　そ承そ・オk28

ワ・・土3ワ・3K曾’31r・3±2・。・K牙．32i．8土26．5陪．

であり・　工．　工，　皿沼の歩・守りじま・，　そ敷ぞ

八62・2±1・2％，62．9土3．i・％，62．2士O．3％で

あ・r乙が，両三とも各群間しz有三差は認め
ら才kア∫刃｝っ　r乙．
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　　　ワ．　各月蔵こ器、重量（表38一｝～表38－4）

　　　　D試験塁間の臓器の重量北越（イ纏

　　　　　比）に右：段差の言脅めら・｛べなカ’。rこも

　　　　　の
　　各磁路の重量割・趣検討しτz結果．表38

　－1～38－4重てノ〒、Lr乙ようrこ八ゴ誘く， 月市，　肝

臓1，脾臓∴賢磁：，第一・第二肩，第鵬肩，

・〕、腸及が内分・澱器官の甲》民腺，副腎及耐生

殖器肉係の卵巣，子宮等i2の藏器にお・いて

悔．洛愚問の臓器の棒心比に一児差がある
カ・ ﾉ見えた｛，のもあっア・乙漕ぐ，　いすの弘．・も右左、

の麦化を証明で3なカ’フた。

　　　　2）試験雪間の騰器の重量割合（体重

　　　　　比）に右前差の碓認さ，脈たもの

　試験群澗の臓器重量（体重比）1こ有意差が・

・立証でやπものほ，呼蔵，第三胃．大腸反’

　び下垂イ本の4月蔵器であった．膵・職’（表38－

　1）でld群（・・333土・・i4r）二上群（・・52ヰ

　・．・ワ6♪お・よが工群（0．630土・．・曾6）よワ有意・



3ワ

●（そ黙ぞ岬く・．・5）に重が。た．第三胃（

　　38－2）の実質重量にあ・v・ては工群（・・63は

　　o．224・）が’皿群（o．403土。．072）より，　ま巨、

　　内春重量にあ…ては五群（・．672土・・i28）が

　　工群（0．38は0．i62）より有意（そ黙そ・・黙P＜

　　o．・けに重いことを確誌しr乙。回腸。表38

　　－3）にあっては，　工～皿群間の縦重量比に

　　は意味のある交づしを見出すZとはて噂rよが

　　，r・ガ，実質重量の体重比でに工群（・・8・

●・士・．123）d群（・．664P・41澗，内

　　容重量の体重比で1τ1群（0・93ワ士0・253）と

　　工群（・．52は0・125）間に，そ淑それ5船レ

　　ベ・）レ，工群ヒ正群（・・366±。・265）間iZは，

　　そ塔ぞ恭1ψレベ｝レで右三差が言忍めら恭π。

　　下垂体の重量の体重比（表38－4）　にわ・い

　．ては工群（0．5●il二亡O．108）かぐ皿群（。・383土

　　0．035）より有毒（Pく。．・5）一1こ重がっア乙。

　　　　8．病理解剖学．的前＝見（表3『一1，3『

●　　　　一2）
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●　　　　D第一胃

　　　内容物は．丁丁では灰白色～黄白色，彪

　　沫状で・，一部，第一胃粘膜表面への食下料｝弓

　　の附着が観察ぞ黙r乙．

　　　工群で再，乳白芭～黄褐色．氾沫状で，

　　第一胃肝胆部粘膜面への飼料月の下イ楯ηぐ観

　　察ゼ才kπ。

　　　皿群では，淡黄褐色～黄褐色，口列軽度
　　ラ巳⇒未状1で・あ　っ　た。

　　矢（4、4頭）お・よが粘膜の剥離（2洛頭）など

　　が・下見察さ黙た．。

　　　五群では一部メラニン色素の脱失（2鴻頭）

　　お・よぴ粘膜の剥離（4／←頭）ガ観察さ才L．　2
　　イ列てい第一胃背嚢音ド1てホごりーフ。才ぐ・？・）・寄…騨P寸・．

　　観桑さ匙Lr乙（写真5）。

　　　皿群でに，一部メラニン色素ρ）説失（％

　　頭）およ咽粘膜の剥離（しる頭）が観察ざ承．



3『

●　は老変が謡めうオ～なρ・。ハニ。

　　　　　　2）第エ・三周

　　　工群では，1例に第二・三際占膜のメラ
　　ニン色．ラ承の月見矢刀ぐ言鳥（めう斗べτこカぐ，　そ》依レメ・タト

　　特に着変は観寮芝胆よカ㌧r乙．

　　　工群で1す，i例に第二・三胃糊莫のメラ

　　ニン色系の脱知“認めう碁，2例で第三胃

　　内容物の水分不足刃ぐ、観察さ承r乙。

　　　皿群では，4例に軽度～中程度の第二’
●三胃＊三下のメラニ絶承の下知“認めう塾

　　r・之力ぐ，そ承以外特に着麦■コ・観寮ぞ迂べ．稼7っ・っ

　　た。

　　　　　　3）第囚胃

　　　粘膜け，工群では軽度～重度のうっ血，

　　燦欄一潰瘍（舶頭）が、観察芝軒乙（写真6）．．

　．　　工群で1コうっ血，充血，カヲ♪レ（5／と頭）．

　　さらに粘膜の粗造（艇、頭）ガ観察さ塾．1

　　例で胃庫腺部の小隷田力・り観累さ）1欠π。

，●　　　　 4）　ノト腸



●
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●
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　各群とも，粘膜のカタ）レ様変化バ観累さ

弘に（工群田頭，工群舶頭．皿群鵤頭）
（写真7）。

　ア鳶，工群で1例出餌生腸炎，工群で1

例小・潰瘍．皿群で1例小出血斑が，＋二措

腸で観察芝れr乙。

　　　5）大：腸

　粘膜のうっ血．カタ♪レ様所見が．工群で

2例，工群で4例観察芝軒こが，正群では
癌膜の変化は齪学習k7∫カ・．κ。

　なお・．皿群で2例に腸三三脂肪壊死が観
黙ミオk「乙（・写真8）。

　　　6）肝蔵
　工群で1例斑状の壊死栗（写真り），皿

群で一例肝乞膜炎が観額総ア乙が，■群で．

は二化バ観黙されながフr乙。

　　　ワ）咋職

　各群ヒも曄臓の臆腕賭（工群2イ　11．工

群3例，皿群∫例）が観察さ承τ乙（・写真ゆ）。
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●　　　　8）その把

　　　　工群では甲状腺の締合組織の増生（】例）．

　　　皿群では腎臓皮質の軽度混濁（2イ列♪、結

　　合織の増生（1例），副賢で色豪慌着（3

　　例），甲状腺で肉様化（2例）、師で間賢

　　結合織の増生（1例）が観寮さ燕r乙。

　　　　　r．病理組織学的前見

＼　　　　P　第四胃

　　　粗飼料制限群には，粘膜上友の壊死．脱

　　表層lz病変を回するもの（簾燗）カ’う．さ

　　　らに病変．κバ：粘膜下織力・う筋ノ層に及’3ζもの（

　　潰瘍）ア♂ど緋徳変化が認めうれた（写真

　　　・及引2）。ア∫お・一二では，固右層かう粘

　　膜下織に及ぶリンへq組織の過形戌もみう承　．
　　　r乞（写一．真13）。

　　　　　　2）第一胃

　　　粘膜上皮の角化穴進、空月乞形成．基底層

●の細龍増生、固右層がら筋層に反，3ぐ細龍ラ受
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●潤の肋・，工群の1写声膜下織の気睦，

　　皿群の｝例にお・いて，固右脚ヵ・う筋層i・及

　　、3ごノ広範有炎症柱肉芽が認めうポrこ（写真14）

　　．昔液工群反び工群のぞ承ぞ州1伊1にお・い

　　て，粒膜下織師酪様の小結節力“認めう敵
　　ノr乙　　（　写　真　 15　一　　（x　）　。

　　　　　3）　十二乎丁目；易

　　　豆群の1例に腺様増殖（写真i5－b）．、

　　皿群の2例にう貴瘍が認められ為。
●
　　　　　4）肝騰：

　　　肝細龍の三斜矢．脂肪夜柱（与真16一α），

　　グ鞘結合織の増生及び細能浸潤プδどのほか．

　　工群のi例の門詠門内に第一帽より）放定し
　　す・zとノ勘われる大こ型グ）ノ恵虫、メ）ぐ差疋rめうオ丸1一乙（．写：一

　　真16一レ）。

　　　　　5）副『奇

　　　被膜から球状：層に及献メラニン色まの兆

　　着（写真17一ののi言心’，粗飼料帝1限群の

●一門のものにあ・いて，球状層実質細月乞の好
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●　 酸柱：倣念田顯来立（写真1ワーレ），　封ご状層力・5

　　束状’層に反ボ髄外這写像アδども認めうれfこ

　　．（写真18）。

　　　　　6）膵臓1

　　　間質月旨肪組織の増生反τべ・月盲肪壊死乙示す

　　ものが多く，粗飼料刷限群の一言陣わ・いて．

　　膵島実賢細月乞の増生が謡めら短乙（写真lr

　　一α）。

　　　　　ワ）腎臓

　　どのt青杭粗飼料制下隅の一部1蹄球体の
　　萎縮が認めら承声乙（写真lr－b）。
　　　c　，　　考　痔ミ　才i）・　よ　　「ひ，’ト　才古

　　　肥育牛の回し二陣薯ガ，畜産の発展．乃

　　頭飼育化とと毛に迫時ラ発の碩向してある。

　．≧績で’．肥育午の泡幡幣‘でよる死廃

　　状況遠調査し，論手飼料乙検討すろに，粗

　　飼料の給与不足が肥育物第囚周・潰瘍の一

●因とな．て・・ると倒鴛ろにいτ乙り，巧
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●に牛の第西静蕩1閥して．，先人力ぐこ煽

　　で種でな報岩をしてわ・り，そのプよカ・で野タト
　　　　　　　　　　　　　　　ヨの　ワのヨしヲエメトき　　　　　イ　のコロしほ

　　にお・ける第囚腎潰瘍の発生調査、症例報告
　　ロ　ユらロき　コヰし　コヰ　ほ　ワ　う　のタラ

　　をしているかぐ．　いず淋も臨床診断の難：しさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　を指摘している．≧れは，牛の第四胃噴揚

　　の原因，発病機一転が複雑であろためヒ考え
　　　　　　　　　　　　　　　3）　　　　28，引。32）
　　らオkる．　そのなヵ・一（・・，　ANONγHO怯s，こ「EN6ENら，丁ム輔

　　　　もき　
　　SKA三Kうは，遇剰の濾厚飼料の摂取、輸送や

　　環境の変化によろストレスを第四需演瘍の
●原因として椎論して、≦る．諏BL．。pワ 焉C　F．更1

　　　　　　　　　　　　　ヲの　　　　　　の　　　　ヨ　
　　HENN噛SEN，エDEう，R。・NEY　5は，濾厚飼料，

　　サイし一ジの過剰給与，冬傘，分娩．高倣

　　乳などのストレス，砂や荒い物質による物
　　王里白勺束辱」済！気アぶ　ど・カぐ第　四　胃　「7貴瘍　　の　原、　因　一で・ゐ　　う　う

　　と推論している。そのうち醤に、飼料の種

　．類，過給与に閥題点る児訟しrz研究ヵぐ少な

　　くい・。従って第囚胃潰瘍の発生ば，、給与

　　鯛料の占める割合と緊蜜な関連力“あると考
●　えら琳る。
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●　そこで，若者は，粗飼料給与制限1こよる

　　第道寄二時の発生試験を行7∫い，粗飼料給

　　与制限による月巴育牛の発育状況，一般臨床

　　前見．臨床生化学的検査，解雀リ学的検査を

　　行アよフrこ。

　　　なお・，維与飼料守粗飼料の占める割合を

　　TPN換：算で’lo．o払以下　（工特），　10・i～30．oφ

　　（工群♪，3・・1－4・・叫（工群）の3群に区

　　分し肥育守の発育状況を観摩した諦果，体
●高の増力・が試験期間を通して最も良好であ

　　つた．のかご皿君手で，　ついで・工学学，　■群であっ

　　rzカ“胸囲は各群とも尺差が認めらオkなカ’っ

　　τこ，　まτ・こ4本重のナ曽カロは，言弍、験開マ含ンゲう4η・

　　月まで工君羊力ぐ最も良マ子で，ついで’工群、皿、

　　群であフ尺力ぐノ5～6か月では■，工．皿
　．下め順で．　ワ　か　月　より、皿，　11，　工露￥の　順ヒ

　　なり，肥育前期にお・ける俸重め伸び臓工群．

　　肥育中～後其rにおける二重の伸びコrrエ，　皿

●群が哀好である傾向縮肋らオk、牛の肥育
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●　にお・いて，壁体のrzめ粗飼＊斗砂プよくし轍

　　厚飼料を乃紛するという一般通念は，表期
　　肥育，生体重60・K朗こまでイ土上げろ局巴印形

　　態にお・いて，普遍柱のあ、るも．のヒは考え5．

　　オしないイ頃向力Vi蒙｝・めうオ㌔rこ。

　　　ま瓦粗飼料論与割合の多い皿群ロイ本高

　　のガ翫・の割合が哀好であワ，体重の増力・は

　　肥育前期で粗飼料繕割合の動よい工群に

　　与しべ疑哨ビで恥唾のの，目巴二二・後期
●にお・いて｛城好であ。π．馬ノぐうンスのと

　　幻z今体を期府するにほ論手飼料マ粗飼料
　　の占める割合について芳慮する・×・専が穴い

　　にるると考えら才しる。

　　　こ激まで肉用守の肥育に関し，粗飼料給
　　　　　　　　　　　　　　　　のヨワゆヨヨリ　ラ
　　　　　へ　　与の艮否につい了先人の研究があり．短期
　　肥育（イ土上ヴ体重4ケ・K曾）‘てお・いて氏．濃厚

　　飼料の嗣zよる四四でもそ幻よりに効呆は

　　みるが．長期肥育（三子脳本重6・嚇）にお・

●　いては，一般の・糖飼料のみで1瓦門葉炎，



4ワ

　　が辱着しく，，経：⇒脊的な月巴育惇不’可能で・めうう

　　と報告芝八てみり，令回の実験もほぼ同様

　　の結果であっr乙。

　　　血液所見でロ，工群のHtが，工船のそれ
　　｛乙比べ高く，第囚胃歯止．潰瘍アよどによる

　　出血より、第四胃潰瘍の症例報告にあるHt

　　の低下は特に1蕨L察さ黙ず，一・般に考えら承

　　る貧血様症痴な，窮し椎の金面『胃潰蕩又は
●
　　第四胃潰瘍の永期に現わ淋る症状と考えう

　　淋r乙。

　　　　また，その他の血液学的細見お・よぴら亀山

　　生イヒ．学的前・見では．特に，各君羊間に受け：観察

　　ご淋なカ・・rこが．一部有意・差の認めら淋π．

　　こと「よ，　前述のHtについても同添泉で’あるが∵

　・．濃厚飼料う給による第一胃内浸透圧の増加

　　iてよる脱，k現象、第一胃で生成さ払κ過剰

　　の乳酸の吸収によろ血液の酸塩基平衡の乱
T2罫よるものと考えら淋る．
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●　第一胃液戸幌では，工群の第哨液P臆

　　皿群のそ郵に比べ低い傾向が訳rめられ，ま
　　た　第　一　胃　液　VFA　つ幕づ度　で・，　　酉乍酸　1な米日L飼米斗七一与二

　　の少ない群ほヒ回し頼伽ぐ三脚淋たマ
　　　第瞬にお・いて，第四胃潰瘍午の第一胃

　　液VFA組成で，酢酸が低く，酪酸の高い傾
　　向を観察しr乙が、第囚胃潰瘍発生試験では

　　酢酸の高い傾向が観察さ敷巨。反笏動物の
　　第　一　胃　　内　彿気生　物う肖　6し　に　　お・　い　て，　　VFA　組成　rま

　　すことは知られでお％ぢ7のさう1て疾病の病勢

　　によってもその状’態は変づしすることが考え

　　う編αより，前述の変化の違いを趣．
　　している之ヒバし考えうオL．る。

　　　焼肉にフいて．右府差は訳rめうオしながフ
　．7・乙P・”．　オ支肉実量1・ま・ユ正君羊ρべ最も；㍗く．　ついて“

　　エ、工群でみり．オ〈引分は工群が最もケな
　　く．　つい・で・工，　皿秀羊であっ7之。　ま巨，　7サ・留

●　りはほとんど差が孫め5粒よヵ・。π．



4『

●　　さらに，職器重量について，特に工，1L．

　　群の膵臓は皿群のそ杓こ比べ有意一二軽く．

　　濃厚飼料の移給による影響と考えう承る前

　　　　　ヘ　　フ見ノゴ観累さ黙「乙，　慧た下垂イ本．第三胃あ・よ，

　　が大腸の裏質重量で，　工，工群問に丁丁差

　　　よ　　ヵマ高称めうオk乃L。

　　　剖検の結果．第囚胃讃瘍と診断さ淋九肥

　　育牛（工群　％頭，工群　落頭）で，最初

　’軽度の鼓脹症を発生し，以後慢椥しし，軟

　　の第一胃PHカぐ：正：群のそ｝休にt：しくご一般に・イ墜い

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　傾向にゐ・た＝とカ・5．7EN5酬うの報岩にめ

　　る撮厚飼料の多野お・よび『ストレス7よビがゼ！

　　第一胃の乳酸アチドーシスをイ足し，第一宥

　　そして第三胃のう古動を停止させ，！食滞を起

　．こし，ヒスタミンが吸収芝爪て第囚胃を豪リ

　激して胃酸の分激毛促し，過剰の眼討ひ“
　　ペプシンが第四胃壁1て作用し，第囚胃粘膜

●の・溶解、壊死を起之し、潰瘍の発生が促迄
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●　芝回るであううという推論を一部両日｝rする

　　ような前門が観寒芝ボた。

　　　芝ら1て，そ承以タトの肥育牛において℃．

　　工群で第匝胃粘膜三下，1群で粘瞑力夕1レ，

　　魔燗、皿群τ瀬膜粗造，刀タ）レなどの所見

　　が観累ぞ匙粗飼料論与制下諏よう第四胃
　　潰瘍（7）発生がぐうス）、ノ・）ぐえア「こ。

　　　毒た，　第一一胃で，　メラニン色1案の月見失，

　　粘膜の剥離．・絨毛の消失などの病変が凝察

　　皿群・％頭であり，第こ・三胃，小腸．太

　　腸に毛各群により程度の差にあるものの．

　　そオ曳ぞオ病麦が認めら正忌・職で1胡盲騰巳

　　着が着明であ・払粗飼料の給与不足お・よ
　　・びじ撒厚食司料の多論は．　第一・胃の生理をに［じ

　　めしし．反易勤物の各消に器に対し．明ら

　　ヵ・に異齢δ飼着形態であろこと刀・ら．各消

　　化器粘膜面の力学レ様変一化、呼臓の脂肪化

●　などの変るしを起こして、・るものと考えうれ



●

●

ーケ

る。

　さ5に，副驕．甲状腺陰どの内分倣器系
にも色添沈着，結合織’攝ｶなどの病変が観
熱兆飼養管理卸じめとする天イ戻，輸

送．なごのストレスによる内分激器添への影

響，そしてZ承ら内かン藩添のオ、ルモンバ

ラレスの変化が．特に副摘皮賢オ・’レモン分

沢穴進が第囚胃の酸分渓を促進し，組織の
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨクヲの
抵抗柱を低下させ第四胃潰瘍の系因とアよる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　もで’あうつととか“つρ、ρ’ごス．τ乙。

●
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●　　 第：三章　 芳察あ・よτ・ご畜誌括

　　　目巴育　牛　の　第　四　胃潰瘍　して　つ　い　て　，　　LLIノ移系オ寸

　　下士セ‡或の発生1だ況．給与一食司米斗状：ミ兄などを調

　　査し巨結果．死庭二胡とした肥育牛の胃腸

　　疾患にあ・ける第四胃潰瘍の占める比牢は高

　　く，昔た第四冑潰瘍の未発生毛しくは少数

　　発生の肥育景家と多発県家の給与飼料斗ズ態

　　を検討した詰果、いず黙の平家も紬与飼料

　　の纏類に尺差は認めら粒よが．たが．給与

●

家〔τ未発生Uくはケ数発生翠家にtヒベ．

着しく肥育前期にあ・σる割合の低い傾向ゴ

認めう奉，第囚胃潰蕩の発生1てわ・いて，給

与飼料中組飼料の占める割合が尺きπδ役割

を演じることが一応推察訓堕．とこうで・，
　　　　　　　　　ワリ動物け異なるバ，山・は豚の胃潰瘍の発生

原因として．・濃厚鯛料のみの給与，すなわ

う粗友物賢摂取の予足が考えら示ると報告

している．
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●　さらに野夕卜例の第囚胃潰瘍狛な，第一

　　胃粘膜表層に炎：症や角化不全などが・観壽ミさ

　　承r乙ヒヒ．ぞうに第一胃炎や角化不全が’激

　　厚飼料多給・粗飼料弓手子足．により発生す
　　　　　　ヨヨワのロきク　うし　りほらヲゴ　　　

　　るという・幸艮・告・もみり，　与青に粗・飼料σ）物王里・ト主，

　　粗飼料幻・う醗酵生成される低級脂肪酸が第
　　　　　　　　　　　　　　　ほノワヨラ
　　一胃粘膜上皮の発育を刺激寸ること，り激厚

　　飼料の多子，特に多量の炭水化物は第一胃
　　内で・平潟叉に酉発酵さ爪．第一胃低蕎反脂肪酸が’

●急増、乳酸凹凹丁度に7助、｝しづγ．

　　アチドーシスの）民態となり粘膜の損傷ρΨわ》

　　こり・苔1て唾液のか轍，第一胃運動の抑
　　　　　　　　　　　　　　　　ぢグ　ゆ　ラ　　刷プ8ど第一胃内部環境を悪化させるなビ，

　　牛にお・いてモ，粗飼料，特にセンイ貰はづく・

　　要欠く噛’うミみものであるなど．肥育牛
　　飼側てお・いて充分なろ粗飼桝給田さ不1可友

　　なものであると信ずるに至った。

　　　ミ頻て、第囚胃潰瘍の原因お・よぴ廃学機

●軌⇔いて1罐セの要因ヵ情えうオ隔’ K．
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●先人の研究で．本病の原因として．胃炎に

　　毛共通した原因でみるが、飼料の種類あ’よ
　　　　もり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　ゆヱむのヨ　ロ　も　　
　　が・量，　ス、トレス（気イ民ノ分娩，　思うヌ乏琴L．ア」と“）ノ

　　物理的因子πどが報告戯L．その発病機軸
　　　　　　　　　　　
　　として、ブENsENうは，醗酵しやすい濾厚飼料

　　の移給あ・よひ・ストレス（匙令，輸速7よとつ

　　などが，第一周、そして第四胃の活動を侍－

　　止ごせ，食滞を起こし，ヒスタミンが吸収

　　建琳て第四胃粘膜を刺激し．胃液の過劇分
●渦促すと考え，ごうに，このようブ誘イ＋

　　下で過剰の眼お・よがペプシγヵゴ第囚胃壁の

　　大考に貯監化学的に剤罰し，第囚胃粘膜

　　の溶解．細龍の壊死，組織の消化を起之す。

　　このメカニズAにより潰瘍の発生P“促進さ

　　爪るの一であううと寺三哲L．ている。　昔た．　AN－
　　　　3）　　　　　・　68）
　．。Nγ図。）δ．恥KERらは第囮胃潰瘍の素因め

　　るいは原、医1は複雑であ；るとしている1っ＼・㌧　ス

　　トレス（分娩，高び緒し，源平鯛料の移給）

●が．⊂。蝋姻醸猷の血中濃覆を増力噂せ．こ
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　　胃液の酸度を上昇させ，同時に飼料の性状

　　モ冑液分》湿促進⇒せろであううヒし．第

　　凶胃のアトニー，　胃炎．を起こし、　第四胃潰

　　瘍を誘発一するこヒを報雀している。
　　　　　　　　　　　ヨヨ　　　　と　こ　う　で・．　本、全ほ，　第四　胃　に’分布す　る迷一

　　走神、経を人エ的に障害しπ場合の症状の1

　　つとして，食二時には四生第’一胃拡張，

　　反復・住鼓脹を発寸ること．そして第四胃頂

　　している。　之オしに実第四胃に分布する迷走ネ申

　　絞の下阜喜　にイ半う　匪げ『狭摩，　交痔・ネ申｛経の正緊張．

　　消化液分激への景多響アよどがヤ潰瘍を発すると

　　考えてお・ワ，要予タトィ列で・，第四胃潰二丁の第

　　一胃液P日が桐一幕家で，飼・養尋墳曳臨床上健

　．康ヒ診断L囲巴育恥乙比べ低い傾向1てるり．
　　さら1て・1曼’ト鹿＝鼓月モし症、食滞7，fヒh『を雇見〕寄～しrここ

　　と．ヵ’ら・先人の報制てあ碑本来の飼料で

●ある組飼料の不足が・、第媚潰瘍の発生｛Z
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●関係寸ることを一部示・変ずるような弁幌が・

　　観察さ小「こ。

　　　人の胃潰瘍η悼の第匝胃潰瘍ヒ類似する

　　点、｛あり，昔た刀・なり違う点、もあるヒめ，

　　その成因は全く共通しているヒは考えう八

　　よって，種σ♂報告バなざ爪、総説では．
　　　ユヲ　　　　　ワの
　　伊藤，山際の報吉があり，そのr∫ね・で消化

　　柱胃潰瘍の発生要因として，昔ずなんらP・
●の外的刺激により米膜の防禦オ編がKずれ．
　　次　い　・て・・酸あ・よ　一しべ・言尚4し酉；考二添、tz　よ　　っ　　て・　向　　乙う肖イヒニ

　　ミ琳潰瘍が：形成干れると汚えるのρ寸妥当で

　　あると述べ覧ていろか、’，　その成因に関して1ぱ

　　充分で1て75〈．令後に二三・臨閥題が●多い

　　のが三見〉ひぐて“あると幸艮回してv、る。

　　　今回，粗飼料論与制限1てよる第山胃・潰瘍

　　の発生試験を行な・！嫡課．粗飼料論手制

　　限，撮厚飼料沙給で第口胃潰瘍の発生PV・観



●

●

●

5ワ

発生乏認めπこと，第一胃液PHが粗飼料多

給群9そ汁U乙比べ低い傾向にあったてとな‘

どカ’う．先人の報告蓬一部証同可する前見が，

野外例と同様観黙さ黙r乙，

　また．野田胃潰瘍ρ生前診蜘灘二しく．

るくは不明瞭めまま経過する帆詳細に観
察すると時として病気のごく初期し斜F騰異

的な消化、下穿の戸け見遠言喬めることPべあると
　　らの
の報壱もあり，令回の第匝胃潰瘍発生試．験

で・，　生前車今度の童叉脹症，などを雇見察した之と

など，先人の報店と一致する前＝見ヵV認めら

黙r功“，血液，血清の各種検査でほ醤に第

平門讃瘍の診断あ目安にはる所見は観察さ

承なげフた。

　　ら　二丁、胸囲，体重などの発育状況では，

粗’下司料三思群ほどベランスの良v・発育が亀観

察され，しカ・も比較的消化管に病変Pべ少な

がフrこ之と7δビ’カ’ら㌧消イし川添の異常P“一

挙こ・Kう発育状況に影響しているこヒ毛考



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5δ

　　　　　　　　　　　　　うう　●　えら承た．ア」あ・，褐らは，肥育牛につい

　　て尾殺時の病理解剖，組織学的検潔を裏施
　　し，　病変の前渡と．！日当りの増イ本重との間

　　し咽果関係は誌められ価㌧πかべ．目巴育の

　　中あ・よび後期にお・ける増体重子足牛にあ・い

　　て，強度のざ設ざ菱な病変遠示す毛のがる
　　く茜呂・めう才krこミ．ヒを：幸艮穫している。

　　　肥育獅て8ける第皿胃潰瘍の弓取所見に
　　ついて．　i弩・夕卜狡1↓で・にτ牙蚤0．3～ヲ．OQ肌て一，　ガ多は’糸泉

　　湯であり，幽門部，胃庫部1て多く認めうれ

　　尺．まだ粗飼料給与制限によワ発生が憎め

　　う琳r乙第晒胃潰瘍は小豆～大豆大で，　円形

　　一楕円形で．胃底都に下めう粒こρ燦孔・ト生

　　のものは観察コ胞伸㌧π。先人の報告に
　　める野タト例では，　大部分穿孔’注で径数（爪大，

　　円形～楕円形で，幽門部．胃庫部に多く認

　　めてむり，着港の観察し彦野外例も略同様

●であった．しかし粗飼料給与制限によって
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●観察芝緑野匝胃潰瘍では，・授く，幽門

　　暦応ぴ胃底部に多く観察芝ボ，～の潰瘍が

　　さうに進行すメMご野タト例のように大きくな

　　り彗孔をお・こすのて順ア」いρ・と考えら溜こ．

　　　病ヨ里二四ユのミ紀…果．　星予タト例」の第四胃、潰グ瘍牛，

　　粗飼料給手刷限による肥育牛で，％一胃を

　　はじめ各種職器に多か・承少！よ刃・敷獄んうわ・

　　の病交を認めπこと々・う，令後肥育牛の飼

　　養管理の重馴寝認識すうとζもにさうに
●この方面の検討ρ励要であううと汚えう爪

　　rz。

　　　肥育牛の後門疾畑⇔いて，最下第回胃

　　変位，アトニー／8どの発生の増刺てイ牛い，
　　　　　　　　　　ほらゆ　ヲぐ　
　　第山胃潰瘍の発生報告もしは気ばみら黙る
　　ようiz　1よつ，　わP’ご‘ヨ‘てち・いて・モ，チ㌔『題：視ミ｝才丸．

　　ろよう’てな。てきτ乙。第皿胃三下・ガ，最迩

　　即題視芝回るまうになうてきrzのに、　従．来

　　肥餌の餅養が㌧・’ト規模で粗飼料晒く絡

●与すろ副濠的であ。たのに．近昇わわ咽に
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●　　　お・い　て　モ　，　二丁輿イし食司育　、　省　刀　管王里　の　毛　ヒ　，

　　濃厚飼料を多給する飼養形，態となり，，元．来

　　三等獣である牛の羊の胃直部が勉ノ月参や馬に
　　　　　　　　　　　　　ヰヨ　
　　比べ令しく粘膜がうすいというその⇒削ヒ器

　　構：遣を志オし，肥育牛の生琿的下艮・界を超え．た

　　食司養管理に．一因透見い出寸こともうη・P、いえ

　　彦。

　　　第血禺潰瘍の予防、強弓に関し了は，そ

　　の診’断「カぐ莫佳しいぜい1ウ、，　～めまり効呆の ある

　　ちヨゐヨ　　　　　　　　　　　ロも　　　　　　　　ヨむ　

　　崔もあるガ，F・×，丑N5三Nらは，高力・リー

　　飼斜碑乞尊，糠，燕麦アざご1て変えるこどや．

　　鉱物油と酸化マゲネシウAを・混合しrこ毛の
　　を才気一与」’することや，「1貴瘍よりの細菌応う登を

　　防ぐπめに状生物質の投手をするzとを報
　　吉してv・うが．訟血重度のものは経済的1て

　　毛廃1弔ρΨよいヒL了いる。なお・．　着フ着｛第

　　田胃潰瘍の疑いのあるもので矛後門艮と診

●断しτ混釧コすべて挙用としておワ．第旧



61

●　胃潰瘍の治療は現在のところ効果を認めて

　　いな’い。

●

●
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　　　近昇移発の碩向にある第四胃潰勘こ関し．

　　その発生原、因獄どを究B目する目的で．野・タト

　　調査および粗飼料給与制限1乙よる肥育牛の

　　第囚胃潰瘍発生試験乙実施しrz結果，次の
　　洋’「見が’得　5オtτ乙。

　　　1．野外調査にお・いて．胃腸疾蔑rによる

　　死廃牛のう5第四胃潰瘍によるものがうく

　　認めら淋τ乙。

●　2．野外調査にお・いて，第四胃潰瘍の発

　　生は，肥育禾期お・よが三頭飼鰐嫁｛て多く

　　認めう才乱τ乙。

　　　3．野外調査において．給・与飼料中（特

　　｛て肥育前期の給与飼料牢）粗飼料の占める

　　割合バ少ない肥育駅家に本病の多発傾向〆

　　言嘗めら）承τ乙。

　　　4．野タト言司査：における第四胃ミ貴瘍牛の主

　　辱臨沫所見として．胃腸蠕動の減退～廃絶，
●　　　　　　　同夏　　囲　　　め　　　1目薩をノ　大ニ　ノ　　　　　少　　一量　　　ク》　　ノ寒、　褐　　色　　イ更　　等　　　力国一　；着　　　El月　　　｛Z．　認
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めう翠た。

　5’．　旦夕卜自司．査：にま）・ける第四閂潰瘍牛（黒、

毛和穫）の第一胃液低級脂肪酸P，対足牛
｛・乙　t＝しべ　、　酉乍酉麦．　　イ　　ソ　匡洛酉麦．，　　／f　　ソ　　差』草　酸　力“少

なく，酪酸の多い傾向が誌めう琳「乙。

　6．　聖三夕卜言三二1’ぐお・け・る第四．閂潰瘍牛の病

理前見として，第囚胃に粘膜筋層および漿
月莫に・達一する組織欠．才員が言忍めら琳，　同担寺lz第

一胃ノぐうケラトージス、！ト腸の充出血．膵

臓の脂肪化，肝臓の小壊死，膿瘍が認めう
承r乙。

　ワ．第皿胃潰瘍発生試験で、粗飼料多焼

干は．　ベランスのと率r乙発’育を持続するこ

とがu言書めらボτ乙。

　2．第四胃潰蕩発生試、験で．粗’飼＝料う論

群の肥育牛の膵麟：に，粗飼料ヴ量給与群の

ぞ淋よ繭克1て即きいこ、とが’立毒正ご承τ乙、．

　9．．第四勢望瘍発生試験で，粗飼料給与
制下弓により第囚胃讃：瘍の発生が魅言忍・めら込τ乙。
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　竃。．第囚胃潰瘍発生試験で、第四胃演瘍

の認めら承危肥育牛は，生前慢’ト生鼓脹症，

軟梗の継統なごの前見が観察さ，休r乙。

　ll．三山胃頂瘍発生試験で，粗飼料ケ量

給与耕のヘマトクリット値は，粗飼＊斗多給

群のぞ艦り有意に高い傾向が認めう軒て．

　12．第四胃潰瘍発生試験で、粗飼料ヅ量

給与＝群の第一胃液PHは，粗飼料多給嘗めそ

承より低い4頃向ノ9マi蒙トめら燃7之。

　i3．第団胃潰瘍発生試験で，粗飼料給与
不足、r濃厚！飼料多＼給・という’飼・養牙多負き口．　月巴

育牛に対し，ラ徳セな面で・カ・なりめ泉多響とあ・

」トほ・しているこヒ内、隔鵡・めうオした。

　以上、目巴育午の第四胃潰瘍ほ．粗飼料給

与制限，濾停飼料多給〔てより発生するzと
が亀立言正さ㌶kア’z一。
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     A Study on High !ncidence of Abornasal Ulcer in

     Beef Cattle Raised by Large-Scale Farming

                                   Akira KATSUMI

                  !ntroduction

   Recently the incidence of digestive diseases in beef

cattle of large scale farming has increased rernarkablyr

causing heavy econornic loss.

   Arnong the digestive diseases, abornasal ulcer is the most

distinguished one and is a matter of great interest arnong

the feeders in this district. But there rernains rnuch to be

                                             'solved about the disease.

   At first the author rnade the field survey on the actual

conditions of the abomasal ulcer in this district. He ob-

                                                           'served the high occurrence of abomasal ulcer of the cattle

among the roughage restricted groups.

   Considering the results of the strvey, the author tried to

make the abomasal ulcer by the experimental restriction of

the roughage.

                  Materials and Methods

l. The field survey on the abornasal ulcer

  1) AnimaZs:

      Holstein-Friesian (bullock:14) and Japanese Black

      Cattle (bullock:4, female:17), all of thern were fed in

      Murayama district, Yarnagata prefecture.

  2) Factors of the examination:

/
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2.

1)

2)

3)

4)

  a> occurrence of the diseases, b) feeding conditionst

   c) clinical syrnptorns, 'd) blood exarninations ( HT, WBC

   and Eos.), e) biochernical exarninations ('[IP, A/G, Nat

   K and Mg)r f) rumen juice exarninations (pH and VFA)t

   g> fecal examination (occult blood test) and h) p'ath-

   ological 'examinations (rnacroscopic and histologic)

Experiraental abornasal u!cer by restriction of the roughage

    .Anirnals:
                      fomAk
Japanese Black Cattle (bull;lock:l4)t all of thern were

8 rnonths old at the beginning of the experirnent.

     .Grouping

14 cattle were divided into the following groups by the

proportion of roughage in the diet by the conversion rate

of !VDN.

  Group r (4) : proportion.of roughage 10.lrg>

  Group E (4) : proportion of roughage 10.1.v30.02

  Group M (6) : proportion of roughage 30.1,v40.0g

Experirnental period : 482 days.

Factors of the exarnination

rn addition to the factors rnentioned in the field surveyt

the author rnade the following rneasurernents every rnonth.

                                                     ,a) height, b) chest size, c) body weight, d) zootornic

dressed weight and e) weight of various organs.
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                         Results

1. The field survey on the abomasal ulcer

  1) Abomasal ulcers were found in 74.0g (37/50) of the diges-

      tive diseases among the cattle in Murayarna district in

      yamagata prefecture. They had the tendency of prevailing

      more frequently in autumn (37.8g), highe incidence in

      animals weighing rnore than 601kg (86.5g) and in anirnals

      raised on a large･scale farming exceeding 61 anirnals

      (86.5g). .
  2) There was no difference of the kinds of the feed between

      the farrners having the cattle without occurrence of abo-

     masal ulcer and the farrners having the cattle with many

      abornasal ulcers.

     The proportion of roughage at the initial stage of fat-

      teningt howeverr was low in the case of the farrners hav-

      ing many cattle of abomasal ulcer (TDN rate of roughage

     was less than 10g in the farrners with many abomasal ulcer

     cattle,while in the case of the farmers with less abo-

     masal ulcer cattle, the rate was rnore than 20g).

     Results of these findihgs suggested that the deficiency

      in roughage seemed to play a great role in the occurrence

     of the abornasal ulcer in cattle.

  3) Of 37 animals on which pathologic autopsies were per-

      forrned, clinicaZ findings, hematological and biochernical

     examinations.and rumen juice tests were studied on l8

2
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2.

1)

2)

  anirnals whi!e they were alive!

  The results are as follow.

  a) As the clinical syinptoms, decrease and standstill of

  peristaltic, abdorninal swelling and srnall amount of

  blackish brown stool were recognized.

  b) Hematological and biochernical examinations of the

  diseased animal revealed no significant difference frorn

  control ones.

  C) The rumen juice of the diseased anirnals contained

  rnore butyric acid (p<O.Ol> and less acetic acid and

  isovalerianic acid (p<O.Ol) than the control ones.

  d) On post-mo!tem exarninations, variable degree of

  erosion and ulcer of the abornasum (some of which extended

  into the muscularis mucosa and serous rnembrane)'r rumen

  parakeratosiSLr,･ hyperemia or hemorrhage of srnall intes-

  tinesr fatty necrosis of pancreas and rninor hepatic

  necrosis and abscess were observed.

Experirnental abomasal ulcer by restrietion of roughage.

  Well balanced growth oE height, chest size and body

  weight were observed in catt!e of group 1 which were fed

  a larger amount of roughage.

  As the clinical syrnptorns, slight bloat and continued soft

  feces were observed in 3 animal of group ir 2 of group Z

  and 1 of group M from 2 rnonths after the cornrnencement of

  the experirnent.



3)

4)

5)

6)

7)

Hernatological and biochernical examinations reveaZed sig-

nificant differences in the level of Htt WBC,,Eosinophile

countr Eosinophile/WBC ratet TPi and A/G rate in each

group partially. Significant high level of Ht was found

in the group with srnall arnount of roughage supply.

Rumen juice examinations

a) Low level of pH of the rurnen juice was found in the

group of less roughage suppiy.

b) Significant differences were observed in acetic,

propionict butyric and isovalerianic acids oE VFA concen-

tration of the rumen juice in each group.

VFA of abomasal juice revealed significant differences

partially in the concentration of isobutyric and butyric

acids and in the proportion of acetict isobutyric and

butyric acids in each group.

Measurement of dress weight showed little difference

ainong the groupsr whereas the weigh' t of the organ re-

vealed significant differences in pancreas, omasumt

colon and pituitary gland arnong the groups. Especiallyt

the weight of pancreas was heaviest in the group fed

with a large arnount of roughage.

Pathological findings.

a> Various degree of erosion and ulcer of abomasum were

found in 4 anirnals of group r and 1 of group V.
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b) Various degree

liverr pancreas,

 of changes

adrenals and

were found

 kidneys.

.

In rurnent duodenum,

                      Conclusion

   Frorn the results rnentioned above, the author could make

assure that the cornposition of feed fior beef cattle caused

various degree of influences upon the anirnal heaZth through

deficiency of roughage and excess of heavy feed. Finally,

he succeeded in making abomasal ulcer of cattle experimentally

by restriction of roughage.
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